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序 県内二級水系河川整備計画の策定及び見直しの基本的な考え方 
 
（１） 東北地方太平洋沖地震での被災状況 

・ 宮城県の県管理河川においては、107 河川 278 箇所で地震動に起因する堤防の沈

下や津波に起因する堤防の決壊、堆積土砂やがれきによる河道閉塞、河川防潮水門

の損壊等の被災が生じた。 
・ 特に、三陸沿岸では 30m、仙台湾岸の砂浜海岸でも 10m を越える大津波が発生

し、沿岸地域の河川に壊滅的な被害をもたらした。 
・ 堤防の決壊、流出及び沈下等の被害に加え、広域的な地盤沈下により、洪水や高

潮に対する安全度が著しく低下した。 
 
（２） 県内二級水系河川整備計画の策定及び見直しの視点 

 東北地方太平洋沖地震からの施設復旧にあたっては、被災教訓に基づく新しい知

見を取り入れ、単なる原形復旧にとどまらず、想定規模を超える災害があったとし

ても一定の施設機能が維持できるよう十分配慮する。 
 実施にあたっては、財源が全国の幅広い負担に基づくものであることを踏まえ、

説明責任と透明性が確保されるものでなければならない。 
 また、広域地盤沈下により高まった浸水被害の危険性を軽減するため、河川、ダ

ム、遊水地などの整備による総合的な治水対策を推進する。あわせて、ソフト対策

と連動した洪水の予防減災対策を推進する。 
 さらに、近年の異常気象に伴い、頻発が予測される水害に対応すべく、「災害に

強い川づくり」を目指して、近年の降雨状況を考慮した規定計画の計画規模の妥当

性，豪雨災害の被災状況や水防体制等の検証を確実に行い、より一層効果的なハー

ド・ソフト事業を展開するものとする。 
 

 流水の正常な機能を維持するための必要な流量を確保するために、河川への流入

量や排水量を関係機関と調整した上で、流水の適正な管理や円滑な水利用を推進す

る。 

 環境面では、東北地方太平洋沖地震前の自然環境の多くが流出したが、時間の経

過とともに回復傾向が確認されている箇所もある。特に、水際域と陸域、上下流の

自然環境の連続性を確保するよう動植物の生息・生育・繁殖環境を保全するべく、

モニタリング調査を継続するとともに各分野の専門家・学識者からの指導・助言を

受けながら災害復旧を実施する。 
 

 以上をふまえ、県内二級水系の河川整備計画を下記視点により策定及び見直しを

行うものとする。 
 事業の実施にあたっては、関係機関と適切な役割分担と密接な連携を図りながら、

進めるものとする。 
 

① 河川災害復旧事業の河川整備計画への位置づけ 
② 広域地盤沈下に対応した計画高水位、計画堤防高の補正及び計画津波水位の位

置づけ 
③ 近年の降雨状況を踏まえた計画規模の確認 
④ 豪雨災害による被害に対応した整備区間の見直し 
⑤ 関係機関と連携した流水の正常な機能維持するための流量の確保 
⑥ 東北地方太平洋沖地震前後での河川を取り巻く環境面の変化 
  （環境調査，環境アドバイザー制度の活用） 
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第1章  河川整備計画の目標に関する事項 

1-1 流域及び河川の概要 
1-1-1 流域の概要 

坂元
さかもと

川
がわ

は、幹線流路延長 6.56km、流域面積 20.74km2の二級河川である。その源

は、宮城県と福島県の県境に位置する地蔵
じ ぞ う

森
もり

（標高 348m）に発し、流域を北東に流

下しつつ幾つかの沢を集め、下流部で戸
と

花川
ばながわ

を合わせた後、太平洋に注いでいる。 

その流域は、宮城県沿岸南部に位置する山元町
やまもとちょう

と一部福島県の新地町
しんちまち

に属し、土

地利用は山地その他が約 60％、水田・畑地等の農地が約 30％、宅地等の市街地が約

10％となっている。流域内には、仙台圏と福島県沿岸の主要都市ならびに首都圏を

結ぶ国道6号やJR常 磐
じょうばん

線
せん

※が南北に走っている。常磐自動車道は、当該流域内の浪江
な み え

～山元 IC 間が平成 26 年 12 月 6日に開通し、平成 27 年 3月 1日には全線開通した。 

また、坂元川の河口部は仙台湾海浜県自然環境保全区域に指定されており、豊か

な自然環境が残されている。 

表 1-1 坂元川水系 県管理河川 

 河 川 名 県管理区間延長 

1 坂元川 6.56km 

2 戸花川 5.40km 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 坂元川水系対象区域図  

凡 例

：坂元川流域

：宮城福島県境

：仙台湾海浜県自然

環境保全区域

※東北地方太平洋沖地震及びそれに伴う津波により被災し，現在は内陸部にルートを移し復旧が行われている。



 

 2

1-1-2 流域の地形・地質 

(1) 地形 

坂元川流域は西部に地蔵森等の山地が位置し、流域の北東に向かって地盤が低

下している。中流域から下流域には平地が広がっており、中流域には山元町の市

街地が、下流域には水田地帯が形成されている。 
平地部が広いことから河川の縦断勾配は 1/500～1/1,000 と緩やかであるとと

もに、河口部一体が砂丘になっていることが特徴である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 地形図（段彩図）  
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(2) 地質 

坂元川流域上流端に位置する地蔵森は、北流する阿武
あ ぶ

隈川
くまがわ

右岸に平行して縦走

する割山隆起帯に属する。この隆起帯は双葉破砕帯の活動に伴って中新世以降に

隆起した構造性の山地である。双葉・畑川両破砕帯の間（阿武隈東縁構造体）の

花崗岩体中に捕獲岩様の片状ホルンフェルスが点在し、丸岡変成岩と呼ばれる。 

坂元川の流域が広がる割山隆起帯の太平洋側では仙台層群相当（久保間層・山

下層）の泥や砂が広く堆積し、第四紀の隆起を経て丘陵化し、段丘堆積物の基盤

をなしている。さらに海岸沿いには浜堤堆積物や自然堤防堆積物などの沖積層が

発達している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：国立研究開発法人 産業技術総合研究所 シームレス地質図（20 万分の 1） 

図 1-3 表層地質図 

  

県直轄区間 

県直轄区間 

戸花川 

坂元川 後藤淵 

谷中川（久保間川） 

谷中川（荒井川） 

坂

元
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1-1-3 流域の気候 

宮城県の仙南
せんなん

地域に属しており、冬季は太平洋を北上する黒潮のため、仙北
せんぽく

地域

に比べて比較的温暖で、降水量が少なく好天が多い。流域近隣の亘理
わ た り

観測所では、

年間降水量は 1,250mm 程度、年平均気温は 12.1℃程度となっている。 
 

 

亘理観測所：1976 年～2015 年の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁統計情報 

図 1-4 月別平均気温と降水量 
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1-1-4 流域の土地利用状況 

山元町の土地利用状況は地形的な特性から比較的平地が多く、平成 20 年時点では

宅地が約 8.5%、田畑が約 31.8%と約 40%を占めている。山林等は概ね 60%程度で

推移してきたが、平成 17 年頃より宅地面積割合が増加する傾向がみられる。 
東北地方太平洋沖地震に伴う津波により、下流域の水田地帯は大きな被害を受け、

現在は休耕田、耕作放棄地が広がっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土情報ウェブマッピングシステム 

図 1-5 流域内土地利用の変遷  

平成 3 年昭和 51 年 

平成 21 年 
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1-1-5 流域の社会環境 

(1) 人口 

山元町では、東北地方太平洋沖地震前までは、人口は平成 7 年をピークに年々

減少傾向にあるものの、世帯数は増加傾向にあり、核家族化が進んでいた。 
しかし，東北地方太平洋沖地震による津波で沿岸部が大きな被害を受けたこと

から、平成 27 年では人口・世帯数ともに減少に転じている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 人口及び世帯数の推移（国勢調査※H27 は速報値） 

(2) 産業 

山元町の農業生産額ならびに漁獲高は年々減少傾向にあるのに対し、近年では

製造品出荷額が飛躍的な伸びを示している。 
産業別就業者数をみると第一次産業が減少傾向にあるものの、近年では横ばい

傾向にあり、反面、第三次産業が増加している傾向が見られる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-7 産業人口割合の推移（宮城県統計年鑑、宮城農林水産統計年鑑）
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(3) 都市計画・交通 

東北地方太平洋沖地震に伴う津波により、坂元川流域では国道 6 号より東側は

殆ど浸水した。そのため、坂元地区の市街地は内陸へ移動することとなり、現在、

新市街地の整備が進められている。沿岸を走っていた常磐線も合わせて内陸へ移

動することとなっており、平成 28 年 12 月の開通に向けて、高架での整備が進め

られている。 

また、海沿いの主要地方道相馬
そ う ま

亘理線は、内陸へ移動する前の常磐線の路線敷

の場所へ盛土道路として移設される予定である。盛土構造の道路は、堤防の役割

を持たせるもので、防潮堤と合わせた多重防御が進められる。 

その他の交通網は、常磐自動車道、国道 6 号が南北に通っている。 
 

 

出典：山元町 

図 1-8 新坂元駅周辺地区市街地イメージ図 
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(4) 上下水道 

山元町の上水道は、七ヶ宿
しちかしゅく

ダムを水源とした仙南・仙塩
せんえん

広域水道と地下水から

供給されており、上水道普及率はほぼ約 94%である。 

山元町の汚水処理人口の普及率は、東北地方太平洋沖地震による被災で一時大

きく落ち込んだが、現在は回復して、普及率は約 75％である。 

 

図 1-9 上水道普及率 

 

 

図 1-10 汚水処理人口普及率 
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(5) 公園・レジャー・史跡 

流域内には、追越溜
おいこしため

池
いけ

周辺に野鳥の森自然歩道が整備され、バードウォッチャ

ーにとっては見逃せないスポットとなっている。10 種の野鳥たちを観察できるほ

か、散策路を歩けば小鳥のさえずりが聞こえてきて、ゆったりとした時間を過ご

すことができる。 

また、流域の最も南側にゴルフ場が整備されている。 
 

史跡は、町指定文化財の蓑首
みのくび

城跡（坂元神社）がある。元亀 3 年（1572）に亘理
わ た り

重宗
しげむね

の臣、坂元
さかもと

三河
み か わ

俊
とし

久
ひさ

が築城した平山城で、現在は坂元神社が祀られている。

ここは桜の名所であり、4 月上旬の春祭りでは、神社周辺の街中を御輿が巡行、

春の訪れを告げるお祭りとしてとして、地元の人からも親しまれている。 
 

 

写真 1-1 蓑首城跡（町指定文化財） 
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1-2 河川整備の現状と課題 
1-2-1 水系の水害と治水事業の沿革 

(1) 洪水被害の概要 

坂元川水系で発生した近年の主要洪水としては、昭和 61 年 8 月洪水、平成 18
年 9 月洪水が挙げられる。 
昭和 61 年 8 月洪水は、台風 10 号から変わった温帯低気圧の北上に伴い、8 月

4日から 5 日にかけて記録的な大雨となり、総雨量は亘理で 415mm を記録した。

坂元川水系では、この大雨により床上浸水 138 戸、床下浸水 680 戸、田畑等の冠

水約 165ha などの被害※であった。 
平成 18 年 9 月 27 日の洪水は、低気圧の発達に伴う集中豪雨により、亘理では

時間最大 64mm の非常に激しい雨となり、総雨量は 175mm を記録した。坂元川

水系においては、床下浸水 35 戸、田畑等の冠水約 120ha などの被害※であった。 

 
 

 

写真 1-2 平成 18 年 9 月洪水時の冠水状況（坂元川） 

 

  

                                                  
※ 被害数量の出典は水害統計 
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(2) 治水事業の歴史 

坂元川水系の治水事業は、昭和 40 年に坂元川の改良事業が行われたのがはじ

まりである。その後、昭和 47 年から現在にいたるまで、坂元川と戸花川の河川

改修事業は進められている。坂元川では（主）相馬亘理線付近から第 3 号橋にか

けて河道のショートカットを実施している。 
平成 23 年に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う津波により、坂元川水系の

沿岸部一体は壊滅的な被害を受け、現在災害復旧工事が進められている。 
下記に坂元川及び戸花川の治水事業の変遷及び整備状況を示す。 

 

表 1-2 治水事業の経緯 

年 代 事 業 ／ 整 備 内 容 

昭和 40 年度～ 
昭和 43 年度 

局部改良事業 
坂元川（L=1,100ｍ） No.11～21 

昭和 47 年度～ 
平成 9 年度 

中小河川改修事業 
坂元川（L=4,020ｍ） 堤防、護岸、防潮水門 
戸花川（L=3,500ｍ） 堤防、護岸 

平成 10 年度～ 
平成 16 年度 

広域基幹河川改修事業 
坂元川（L=4,020ｍ） 堤防、護岸 
戸花川（L=3,500ｍ） 堤防、護岸 

平成 17 年度～ 
平成 21 年度 

総合流域防災事業 
坂元川（L=4,020ｍ） 堤防、護岸 
戸花川（L=3,500ｍ） 堤防、護岸 

平成 22 年度～ 
社会資本整備総合交付金事業 
坂元川（L=4,020ｍ） 堤防、護岸 
戸花川（L=3,500ｍ） 堤防、護岸 

平成 23 年度～ 
河川災害復旧事業 
坂元川（L=2,019ｍ） 堤防（バック堤） 
戸花川（L=1,996ｍ） 堤防（バック堤） 

※中小河川改修事業、広域基幹河川改修事業、総合流域防災事業、社会資本整備総合交付金

事業は事業名称の変更であり、昭和 47 年度から対象区間・整備内容は変わっていない。

防潮水門は昭和 52 年竣工。 

※常磐線は、東北地方太平洋沖地震に伴う津波により、浜吉田～相馬区間において不通とな

っている（平成 27 年 11 月末時点）。 
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図 1-11 治水事業の経緯  
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(3) 東北地方太平洋沖地震による被害 

平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分に発生した三陸沖を震源とするマグニチュード

（M）9.0 の地震により、宮城県栗原市の震度７をはじめとして、宮城県、福島

県、茨城県、栃木県の４県で震度６強が観測された。 
この地震により、東北地方から関東地方北部の太平洋側を中心に、広い範囲で

大規模な津波が発生し、多くの被害が生じた。坂元川水系では、地震と津波によ

り河川堤防と防潮水門が甚大な被害を受けた。 
また、東北地方の広い範囲で大規模な地殻変動が発生し、牡鹿地点で最大 1.14m

の地盤沈下が確認され、坂元川水系でも 20cm～30cm の地盤沈下が生じた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：山元町 

写真 1-3 谷地排水機場付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震に伴う水準点の

上下変動（平成 23 年 10 月 28 日 国土地理院報道発表資料） 

図 1-12 東北地方太平洋沖地震に伴う水準点の上下変動 
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1-2-2 治水の現状と課題 

(1) 治水の現状 

坂元川水系では昭和 47 年より改修事業を行ってきているが、現在も整備の途

中であり、治水安全度は低い状況にある。下流部は東北地方太平洋沖地震による

津波で被災したことから、災害復旧事業により現在改修中である。 
また、東北地方太平洋沖地震により広域地盤沈下が発生し、坂元川水系でも

20cm～30cm の地盤沈下が生じている。 
 

(2) 治水に関する課題 

1) 洪水に対する課題 

坂元川水系では、築堤による河川改修が下流から進められてきているが、治

水安全度はまだ十分とは言えない状況である。津波による被災を受け、下流部

よりも治水安全度が低い中流部に新市街地が整備されることとなった。新市街

地の整備と合わせ、早期に治水安全度を高める必要がある。 
坂元地区では雨水排水整備が遅れているため、豪雨時には内水氾濫がたびた

び発生している。 

 
【坂元川の洪水に対する課題】 

・ 新市街地を含む中流部の治水安全度を向上させること。 
・ 内水氾濫を軽減するため、雨水排水の受け入れを考慮した河道断面で整

備すること。 
・ 計画規模を上回る洪水に対する人命保護の方策を整えること。 

 
【戸花川の洪水に対する課題】 

・ 全体的に治水安全度が低い戸花川の治水安全度を早期に向上させること。 
・ 計画規模を上回る洪水に対する人命保護の方策を整えること。 
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2) 東北地方太平洋沖地震に関する課題 

東北地方太平洋沖地震及びそれに伴う津波により、坂元川水系を含む太平洋

沿岸域においては甚大な被害が発生した。これにより、洪水、高潮と並んで津

波に対しても計画的な防御対策が必要であると広く認識されるようになった。 
津波による災害から人命や財産等を守るためには、海岸堤防やまちづくり計

画と一体となって、河川堤防等により津波災害を軽減する必要がある。 
東北地方太平洋沖地震の発生に伴い、東北地方の太平洋沿岸において広域的

な地盤沈下が発生している。坂元川水系においても 20cm～30cm の地盤沈下

が確認されており、この広域的な地盤沈下を反映した河川計画を策定していく

必要がある。 
 

 

出典：国土交通省資料 

図 1-13 東北地方太平洋沖地震前後の地盤標高 
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山元町では、東北地方太平洋沖地震と津波により多くの家屋と公共交通機関、

ライフラインが甚大な被害を受け、その復旧・復興に総力を挙げて取り組むと

ともに、地震前から抱えていた課題へも対応すべく、これからの町の将来を見

据えたまちづくりの基本構想として「山元町震災復興計画」を策定している。 
現在は，計画に基づき計画的に復旧・復興事業を実施している。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：宮城県 

図 1-14 復興まちづくり事業カルテ（H27.4） 
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1-2-3  利水の現状と課題 

(1) 利水の現状 

坂元川水系からの取水は全て農業用水であり、沿川の水田 44.4ha に最大

0.226m3/s のかんがい用水を供給している。かんがい用水は堰からの取水と地下

水の揚水となっている。現在の水利権の状況を表 1-3、図 1-15 に示す。 
坂元川では道合地点において水位を観測している。近年のデータを見ると、水

量はあまり豊富ではなく、平均水量は 0.2m3/s 程度となっている。 
坂元川水系では近年に深刻な渇水被害が生じた記録はない。 

 
(2) 利水に関する課題 

常時の水量はあまり豊富ではなく、地下水利用も含めて用水をまかなっている

状況である。現時点で障害は発生していないが、地下水利用が増えると、湧水の

枯渇や地下水位の低下、地盤沈下などの地下水障害が発生するおそれもある。そ

のため、かんがい用水の安定的な供給が必要である。 
また、中下流域の河川の自然環境を良好に保つため、維持流量を確保する必要

がある。 
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表 1-3 坂元川水系 慣行水利権一覧表 

  
出典：宮城県農計資料第 113 号、農業用水施設台帳（河川取水施設）平成 25 年 3 月， 

「昭和 42 年農業用慣行水利権届出書」及び聞き取り調査 

 

 

図 1-15 坂元川水系の水利用 

  

かんがい面積

（ha） 代かき期 普通期 非かんがい期

1 ラバー堰 16.5 0.120 0.120 －

2 大谷地用水 1.0 0.004 0.003 －

3 町東用水 5.0 0.020 0.010 －

4 大畑堰 3.0 0.011 0.009 －

5 揚水機 0.5 0.002 0.002 －

6 堂殿上流 2.9 0.012 0.010 －

7 大堰 2.0 0.008 0.007 －

8 笹焼き堰左岸 1.8 0.007 0.006 －

9 笹焼き堰右岸 1.6 0.007 0.005 －

10 宮の松 2.1 0.009 0.007 －

36.4 0.200 0.179

11 真庭橋堰 3.0 0.010 0.008 －

12 毘沙門堰 5.0 0.016 0.013 －

8.0 0.026 0.021

44.4 0.226 0.200

取水量（m3/s）

小計

小計

合計

取水施設名番号河川名

坂元川

戸花川

⑪ 

⑫ 

坂元川 

戸花川 
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1-2-4 河川環境の現状と課題 

(1) 河川環境の現状 

1) 自然環境 

上流部は、丘陵地、山間地を流下しており、標高差を利用した水田耕作地や

畑作地が広がる里山環境を保持している。河床勾配は 1/50～1/150 程度と変化

に富んだ流れを呈しており、礫河床に早瀬、平瀬が交互に出現している。 
魚類等の良好な生息環境が形成されているが、取水堰が多数設置され、東北

地方太平洋沖地震以前から、サケ、アユ、ヨシノボリなど、回遊性魚類の移動

への障害となっている。 
東北地方太平洋沖地震前には、宮城県 RDB（準絶滅危惧種(NT))に指定され

たホトケドジョウの生息が確認されている。 
中流部は平地で、河床勾配は

1/200～1/300 程度となっている。

早瀬、平瀬、淵が交互に存在し、

概ね礫河床となっている。当区間

には山元町の中心市街地が含ま

れ、区間上流側が宅地、区間下流

側は水田耕作地に分かれている。 
瀬と淵の連続性が保たれ魚類

等にとって良好な生息環境とな

っているが、取水堰が設置され、

落差や湛水区間が存在する。 

写真 1-4 坂元川の堰 

下流・河口部の河床勾配は緩やかで、瀬・淵は明瞭でない。沿川には、水田

耕作地の中に集落等が点在していたが、東北地方太平洋沖地震後は住居移転や

耕作放棄地が広がっている。 
災害復旧事業として坂元川水門の撤去、及び津波堤防の整備が進んでいる。

水門の撤去により汽水域が上流まで延伸するとともに、堤防高が上がることで

河川水面や対岸の景観は遮られることになる。 
希少種については、東北地方太平洋沖地震前の調査では、下流でミサゴ、ハ

イタカ、ハヤブサ、クイナ、オオバンの鳥類 5 種と、ウナギが見つかっている。 
海岸線は仙台湾海浜県自然環境保全地域に指定されているが、東北地方太平

洋沖地震以前はクロマツ林が立ち並び、良好な景観を形成していた。 
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2) 水質 

坂元川水系の河川には、水質環境基準の類型指定はない。山元町では、良好

なかんがい用水の確保を目的とし、環境省の定める環境基準（D 類型：農業用

水）に基づいて年 2 回の水質観測を実施している。平成 19 年から平成 25 年

の水質調査の平均値は、坂元川が BOD1※1.5mg/L、戸花川が 2.2mg/L であり、

概ね環境基準 B 類型程度の良好な水質を保っている。 

 

 

 
出典：山元町検査結果 

図 1-16 水質の経年変化（BOD）  

                                                  
※ BOD：生物化学的酸素要求量（Biochemical Oxygen Demand）。水中の有機物が好気性微生物に分解されると

きに必要な酸素量で、水質汚濁の指標の１つ。数値が高いほど、有機物による汚濁が進んでいることを意味する。 
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(2) 河川環境に関する課題 

上流部は、希少種のホトケドジョウが生息できる湧水のある流れの緩やかな環

境となっている。現在の河床材料や底質等水生生物の生息環境を保全しながら、

河川の整備を進めていく必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1-5 ホトケドジョウ 

坂元川の中流部は坂元地区の新市街地を流下する区間であることから、人々が

最も河川にふれあう空間となる。市街地の中のオープンスペースとして、周辺環

境と調和した親しみのある空間をどのように作り上げて行くかが課題である。 

 
下流部は、周辺の田園風景など豊かな自然環境と調和した河川景観を有してお

り、河川整備においては、これら景観に配慮した整備を進める必要がある。 
また、下流・河口部は、東北地方太平洋沖地震による津波とその後の災害復旧

工事等により、大きく環境が変わっている。東北地方太平洋沖地震前に見られた

希少種のミサゴ、ハイタカ、ハヤブサ、クイナ、オオバンの鳥類 5 種やその他の

動植物について、生息・生育・繁殖環境が地震後にどのように変化しているか、

必要に応じてモニタリング調査する必要がある。自然がもつ復元力を踏まえなが

ら、相応しい河川環境をどのように考えていくかが課題である。 

 
坂元川水系の水質は環境基準を満足しており、今後も水質の保全を図っていく

必要がある。そのためにも、森、川、海を一体として捉え、流域全体を保全して

いくような考え方も必要になる。 
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1-2-5 河川利用に関する現状と課題 

(1) 河川利用の現状 

坂元川中流部では河川に住宅が近接しているため、地域住民が自然を求めて日

常的に河川と親しんでおり、水遊びや散策等に利用されている。小学校の総合学

習では、坂元川を「生きもの調査」の場として利用している。 

 
(2) 河川利用の課題 

これまでに整備した施設の適正な管理を行うとともに、地域住民の多様なニー

ズに対応しながら、河川利用の促進や親水性の向上をどのように図っていくかが

課題である。 
地域の人々と協力した河川美化活動等は、東北地方太平洋沖地震を境に止まっ

ているが、地域の河川として親しまれるためには日頃からの関わりが大切になっ

てくる。かつてのような河川美化活動等をどのように再開するかが課題である。 
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1-2-6 維持管理の現状と課題 

(1) 維持管理の現状 

坂元川水系の知事管理区間は 2 河川、11.96km で、堤防や護岸等の河川管理施

設、及び河道内に対して、下記の維持管理を実施している。日常管理しているも

のの、支障木や堆積土砂が河川の断面積を狭めている。 

 
1) 災害を防ぐための日々の管理 

① 河川巡視、及び河川管理施設の点検 
② 管理用通路の維持管理 
③ 河川内の除草（1 回/年）、樹木の伐採、土砂撤去 

 
2) 洪水管理（水防体制） 

坂元川水系では、国道 6 号の上流側にある道合地点に河川水位計を設置し、

増水時の出水状況を観測している。観測した水位情報は宮城県河川流域情報シ

ステム（MIRAI）を通じ、インターネットや携帯電話によって関係機関や地域

住民等に提供している。 
住民の防災意識の向上や洪水時の迅速な避難等を目的として、坂元川水系の

洪水に対する浸水想定区域図を公開している。 

 
3) 地域と一体となった河川管理 

坂元川では、河川愛護活動としてスマイルサポーター2※が 1 団体活動してい

る。 
東北地方太平洋沖地震以前は、坂元川河口の中浜地区において「海岸漂着ご

みクリーン作戦」として、海岸に漂着したごみの清掃活動を実施していたが、

現在は災害復旧工事が行われているため実施されていない。 

 

表 1-4 スマイルサポーター一覧 

サポーター名 活動区間 活動延長 活動内容 登録人数

大川スマイルクラブ 
坂元川左岸 

堂殿橋から大川橋まで
330m 

清掃 
除草 
植栽 

12 

 

 

 
                                                  
※ スマイルサポーター：宮城県では、ボランティアで河川の県管理施設の清掃や緑化作業を行い、良好な環境

づくりに積極的に取り組む個人、団体を「スマイルサポーター」として認定し、対象区間の「里親」となって

いただく制度「スマイルリバープログラム」を実施している。 
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(2) 維持管理の課題 

河川管理施設が所要の機能を発揮できるように、少ない費用かつ適切な維持管

理をどのように行っていくかが課題である。流下能力維持、河川管理施設の機能

維持、流水の正常な機能の維持及び河川環境の保全の観点から、堆積土砂撤去や

支障木伐採を計画的に実施していくことが望ましい。 
河川管理者と地域住民が協力連携し、多様なパートナーシップによる河川管理

の実施が必要であるが、継続的な協力者の確保が課題である。 
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1-3 河川整備計画の目標 
1-3-1 整備目標の基本的な考え方 

河川は上流から河口まで連続性があるものであることから、水量、水質、土砂、

動植物の生息域など、流域全体を捉えて河川整備を行っていくものとする。東北地

方太平洋沖地震による地盤沈下と津波による下流部の撹乱で、坂元川水系は地震前

と状況が大きく変わっただけでなく、現在も変化を続けていると考えられる。その

ため、計画と現状に差異が生じていないことを定期的に確認しながら、必要に応じ

て目標の見直しも検討することとする。 
坂元川水系においては、洪水から貴重な生命・財産を守り安全で安心できる地域

づくりのための「治水」と、かんがい用水を安定供給する「利水」、多様な動植物が

生息・生育・繁殖する潤いとやすらぎのある豊かな水辺を創出する「環境」のバラ

ンスがとれた整備や保全、利用を目指すことを基本的な考え方とする。 
また、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震による巨大な地震と

津波による大規模な被害を勘案し、津波や高潮被害を最小限とするための目標を定

め、計画的な対策を実施していく。さらに、広域的に発生した地盤沈下に対応した

河川計画の策定・見直しを行う。 

 
1-3-2 計画対象期間 

坂元川水系の河川整備は、今後 30 年間を計画対象期間とする。 
ただし、本計画は、現在の知見により設定したものであり、洪水被害の発生状況、

水利用の変化や渇水被害の発生状況、河川環境の変化及び社会経済情勢の変化に応

じて適宜見直しを行うものとする。 

 
1-3-3 計画対象区間 

坂元川水系の知事管理区間の 2 河川、延長約 11.96km とする。 

 

表 1-5 河川整備計画 対象河川 

 河 川 名 県管理区間延長 

1 坂元
さかもと

川
がわ

 6.56km 

2 戸
と

花川
ばながわ

 5.40km 

合 計 11.96km 
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1-3-4 洪水・高潮・津波による災害の発生の防止または軽減に関する事項 

(1) 目標とする洪水の治水安全度 

河川整備計画の治水の目標は、河川の規模や市街地集積度から、県内の治水安

全度バランスを考慮し、20 年に 1 度程度の大雨が発生した場合に想定される洪水

に対して浸水を防止することを目標とする。 
これは、戦後の著名洪水である昭和 61 年 8 月洪水や平成 18 年 9 月洪水などに

対応できる規模の洪水となる。 

 
(2) 超過洪水への対応 

計画規模を上回る洪水や、整備途中段階で施設能力以上の洪水が発生した場合

においては、避難により人命保護を最優先にする。そのための危機管理体制の強

化、地域防災力の強化を図る。 

 
(3) 高潮・津波への対応 

河口から（主）相馬亘理線までの区間は、洪水に加えて高潮及び津波からの被

害の防止又は軽減を図る。具体的には、高潮被害に対応できるよう堤防の高さを

T.P.7.2ｍに設定する。 

 
(4) 内水対策について 

坂元地区では内水氾濫がたびたび発生していることから、山元町と連携し、対

策を検討していく。 

 
1-3-5 流水の正常な機能の維持に関する事項 

限りある水資源の有効利用を図るため水利用の合理化を進め、より適切な水利

用を図る。 
坂元川では、動植物の保護、景観、流水の清潔の保持、及び農業用水を中心と

した水利用に対して、10 年に 1 度程度の渇水時においても対応可能な水量の確保

に向け、調査・検討を行う。 
戸花川では、動植物の保護、景観、流水の清潔の保持、及び農業用水を中心と

した水利用に対して、10 年に 1 度程度の渇水時においても対応可能な水量の確保

に向け、調査を行う。 

 
1-3-6 河川環境の整備と保全に関する事項 

(1) 動植物の生息・生育・繁殖環境の保全 

魚類をはじめとする動植物の生態をよく把握し、現在のみお筋や瀬・淵、河畔

林などを極力保全する。水際域と陸域との連続性を確保するとともに、魚類など

の移動に配慮した縦方向に加えて横方向の移動の連続性を確保するなど、可能な

限り動植物の生息・生育・繁殖環境の保全に配慮した整備を行う。 
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特に上流部には希少種のホトケドジョウが生息することから、湧水環境の保全

と流れの緩やかな環境の保全を行う。 
河口部については、津波に伴う環境の撹乱と東北地方太平洋沖地震からの復興

に伴う改変により、現在も大きく変化をしている。そのため、状況の変化をモニ

タリングするとともに、各分野の専門家・学識者より助言・指導をいただきなが

ら、動植物の生息・生育・繁殖環境の保全を図っていく。 

 
(2) 水質の保全 

坂元川水系では山元町が基準とする環境基準を充分満足しているが、河川の利

用状況などを考慮し、関係機関、地域住民との連携を図りながら現在の水準を維

持する。 

 
(3) 良好な景観の保全 

坂元川水系は、田園地帯など豊かな自然環境と調和した景観に配慮する。坂元

川中流部は坂元地区の新市街地を流れることから、都市景観と調和した水辺景観

を維持する。 

 
(4) 人と河川とのふれあいの場の確保 

地域住民の多様なニーズへの対応や豊かな河川環境を活かし、自然とのふれあ

い、環境学習、レクリエーション等が可能となるよう、親水性のある川づくりや

利活用方策の検討を行う。 

 
1-3-7 河川の維持管理に関する事項 

河道、堤防などの河川管理施設が、本来の機能を発揮できるよう適正な維持管

理に努め、機能維持を図る。 
河道維持にあたっては、「河川維持管理計画（案）」に基づいた堆積土砂撤去、

支障木伐採等を実施し、治水安全度の保持に努める。 
河川管理施設は、定期的な点検・修繕を行い、中長期的な維持管理・更新に取

り組むよう努める。 
また、河川管理者と地域住民や河川に関わる団体等、多様なパートナーシップ

との協働を努めるとともに，雨量等に関する防災情報の的確な提供を図り，水防

対応力の向上に努める。 
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第2章  河川の整備の実施に関する事項 

2-1 河川工事の目的、種類及び施行場所並びに、当該河川工事の施工に
より設置される河川管理施設の機能の概要 

 
20 年に 1 度程度の洪水流量を安全に流下させるため、築堤・掘削工事等による河

道拡幅等の整備を行う。なお、工事を行う河川では、治水・利水・河川環境の調和

を基本とし、以下の事項に配慮する。 

 
(1) 効果の早期発現のため、周辺の土地利用や氾濫実績、治水施設の整備状況な

どを考慮する。 

(2) 多自然川づくりにより豊かな河川環境の保全に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 坂元川計画高水流量配分図 

  

谷中川

上
台
川 75

60 80 130 200

谷地川

太
平
洋

後藤淵■

坂元大橋●

凡例
■：基準点あ
●：主要地点

戸花川

坂元川

相
馬
亘
理
線

国
道
6
号

J
R
常
磐
線



 

 29

2-1-2 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する整備 

坂元川水系における洪水を安全に流下させるための河川工事の場所は下記のとお

りとする。ただし、河川の抜本的な整備箇所以外は、維持管理に位置づけるものと

し、下記に記載しないものとする。 
河川整備の原則どおり下流から上流に向かっての整備を進める。海岸堤防の復旧

は平成 27 年度末完成予定で国が行っている。海岸堤防に接続する堤防の復旧(P.16
参照)は、海岸堤防の整備と併せて実施していく。その後、坂元川国道 6 号上流の流

下能力不足区間の整備を進めていく。 

 

表 2-1 河川工事施工の場所 

河川名 整備内容 整備延長 

坂元川 河口から上台川合流点までの河道改修 4,305m 

戸花川 河口から国道 6 号までの河道改修 3,500m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 河川工事施工の場所 
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(1) 坂元川 

河口から上台川合流点までの区間において、流下能力を向上させることを目的

に、築堤、掘削、護岸の整備を行う。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 坂元川整備対象区間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 坂元川代表横断図（A 地点） 

 

 

 

 

 

図 2-5 坂元川代表横断図（B 地点）  
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(2) 戸花川 

河口から国道 6 号までの区間において、流下能力を向上させることを目的に、

築堤、掘削、護岸の整備を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 戸花川整備対象区間 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 戸花川標準横断図（A 地点） 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 戸花川標準横断図（B 地点）  
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(3) 河川への高潮、津波遡上に対応した河口部の堤防整備 

河口から（主）相馬亘理線までの区間は、洪水に加えて高潮及び津波からの被

害の防止又は軽減を図るため、築堤を行う。 
堤防高は、高潮及び津波を考慮して T.P+7.2m とする。 
河口部の河川堤防については、海岸堤防等の施設と同様に頻度の高い津波（レ

ベル１津波）に対しては、堤防や水門等の構造物により、県民の生命・財産、産

業・経済活動を守ることとする。 
最大クラスの津波（レベル２津波）に対しては、住民の生命を守ることを最優

先し、土地利用規制やハザードマップ等「住民避難」を軸としたソフト施策と、

ハード整備を組み合わせた多重防御の考え方で減災を目指す。 
堤防の整備にあたっては、設計対象の津波高を越える津波が来襲し、堤防等の

天端を越流することにより、堤防が破壊，倒壊する場合でも、施設の効果が粘り

強く発揮できるような構造上の工夫を施すこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 高潮、津波遡上に対応できる堤防整備イメージ  
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2-1-3 河川の適正な利用および流水の正常な機能の維持に関する整備 

(1) 正常流量の確保 

坂元川、戸花川は、引き続き水量・水質及び農業用水等の水利用状況の把握、

データの蓄積に努める。必要性・緊急性に応じて、流水の正常な機能の維持に必

要な流量を検討する。 

 
(2) 水利用の合理化 

限りある水資源の有効利用を図るために水利用状況の把握を行い、必要に応じ

て水利用者と連携しながら水利用の合理化を進め、より適切な水利用を図る。 

 
(3) 渇水時の対応 

渇水時には関係機関と調整し、番水や応急ポンプによる反復利用などによって

水不足に対応する。 

 
2-1-4 河川環境の整備と保全に関する事項 

(1) 動植物の生息・生育・繁殖環境の保全 

坂元川には上流部の森から河口まで、魚類をはじめとした多種多様な動植物の

生息・生育・繁殖環境がある。今後もこの豊かな自然環境を維持していくために、

水際域と陸域との連続性を確保するとともに、魚類などの移動に配慮して縦方向

と横方向の移動の連続性を確保する。 
掘削実施箇所については、河床材料や底質等の水生生物の生息環境への変化を

最小限に留める等、平水時の河川環境を大きく改変しないように河岸の自然環境

に十分配慮する。ホトケドジョウが見られる区間については、河岸を拡幅するこ

とで河道断面積を確保し、河床の環境を改変させないようにする。 
掘削や拡幅の施工にあたっては河川環境に与える影響が極力少なくなるように

施工時期、施工方法等に配慮する。 
東北地方太平洋沖地震に伴う地盤沈下や津波による侵食等で地形や底質が変化

するなど、動植物の生息・生育・繁殖環境に変化がみられた。河口域においては、

地震前に作成した環境情報図を参考に、それぞれの種の生態や生息・生育・繁殖

環境を考慮し、関連する物理環境も同時に調査を行う。調査にあたっては、地震

前の地形や底質等と動植物の生息・生育・繁殖環境との関係、地震による地盤沈

下や津波による地形・底質等の変化が動植物に与えた影響の整理を行った上でモ

ニタリングを実施する。調査結果については、既往データや知見に基づいた評価・

考察を行い、必要に応じて保全措置を講じる。 
東北地方太平洋沖地震からの復興に伴う河川堤防建設においては、「宮城県環境

アドバイザー制度」を十分に活用する。各地区における自然環境（動植物）への

配慮事項について各分野の専門家・学識者より助言・指導をいただき、動植物の
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生息・生育・繁殖環境の保全、自然環境に配慮した復旧工事を行うと共に早期に

復興を進める。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 改修後の河川環境イメージ図 

 
(2) 水質の保全 

山元町で実施している水質調査を継続的にモニタリングし、水質の変動を把握

する。近年の水質水準を満たさなくなった場合には、関係機関、地域住民と連携

して、対応策を検討していく。 
掘削工事施工時には、濁水の発生を極力抑えながら、水質等のモニタリング調

査を実施する。 

 
(3) 景観に配慮した河川空間整備 

坂元川水系の整備を行う際には、美しい田園風景など豊かな自然環境と調和を

図るため、植物が生育できる護岸を用いるなどの多自然工法により良好な景観の

保全を図る。 
 

(4) 人と河川とのふれあいの場の確保 

坂元地区の中心部を流れる坂元川は、人と河川がふれあう場面の多い河川であ

り、散策や川遊び、魚釣りなどで親しまれてきた地域の大切な資源である。 
新市街地の整備に伴い、これまで以上に人とのふれあいの機会が増えることか

ら、散策路の整備や人々が水辺に近づける親水護岸を一部に配置するなど、新市

みお筋を確保して、魚類を含む水生

生物の生息・生育・繁殖環境を保全

ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 
ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

河岸・水際部～みお筋まで横断

方向の連続性を保全する。 

覆土による植生環境保全を図る。 

景観や親水性、昆虫等の生息・生

育環境を維持・保全を図る。 

【坂元川】
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街地のまちづくりとともに豊かで潤いのある河川空間の創造を図り、より一層の

利活用の促進に努める。 

 

 

写真 2-1 坂元川（中流部） 
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2-2 河川の維持の目的、種類 
堤防や護岸等の河川管理施設の機能を維持していくために、河川巡視及び点検を

行い、亀裂や洗掘などの異常箇所を早期発見し、必要に応じて補修・更新を行う。 
また、地域に親しまれる河川として、地域住民、スマイルサポーター、河川愛護

団体等と連携・協力しながら、清掃、除草や植栽等の取組みを推進し、活動を支援

していく。 

 
2-2-1 堤防の維持管理 

平常時は、河川巡視により亀裂や洗掘などの異常箇所の早期発見に努め、発見し

た場合は遅滞なく補修等を行う。また、不法占用や不法投棄の発見と指導等を行う。 
洪水時や洪水後には、異常箇所や被災箇所の有無を点検し、必要に応じた復旧や

補修を行う。 
良好な河川環境維持のため、「河川維持管理計画」(平成２８年３月、宮城県改訂)

に基づき除草等を行う。また、スマイルサポーターや河川愛護団体等の協力を得な

がら除草や清掃等を行うとともに、将来にわたって連携して実施できる方策を検討

していく。 
これら地域住民や団体等による河川愛護活動について、支援を検討していく。 

 
2-2-2 河道の維持管理 

必要な流下能力を保持するため、異常堆積土砂の撤去や繁茂した樹木の伐採を行

う。河道内樹木は、生態系を育む重要な空間である一方、洪水時の流水阻害、河川

管理施設等に悪影響を及ぼす場合もある。治水上支障となると判断された樹木は、

伐採等の適切な管理を行う。 

 

 

写真 2-2 河道内樹木（坂元川） 
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2-2-3 洪水管理 

出水時においては、洪水の状況、堤防の状態、河川管理施設等の状況を把握する

とともに、水防管理団体と連携を図り、危険箇所の早期発見に努める。 
洪水災害に対する被害を軽減するために、非常時にあっては、迅速かつ的確な情

報の提供を行い、河川管理施設等に被害が発生した場合には、速やかに応急復旧等

を図る。また、その際に必要があれば地域住民の意見等に配慮し、改良復旧事業を

実施する。 
 

2-2-4 河川管理施設の管理 

排水樋管などの河川管理施設は、長期にわたりその機能及び性能を維持・確保す

ることが望ましい。今後、更新費用の増大と集中が想定されることから、施設の健

全度等を把握して計画的に維持、修繕を行うことで施設を延命化し、ライフサイク

ルコストの縮減を図る。そのための長寿命化計画を策定する。計画の実施にあたっ

ては、施設を効率的に維持管理していくために、「予防保全型維持管理」を導入する。 
排水樋管などの河川管理施設の定期的な点検、および変状箇所に対する補修等を

これまでと同様に実施する。 
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2-3 その他河川整備を総合的に行うために必要な事項 
2-3-1 危機管理対策の推進 

洪水時の避難、水防活動、救援活動などの円滑で効率的な実施に役立てるため、

河川情報の収集を行い、宮城県河川流域情報システム（MIRAI）によりインターネ

ットや携帯電話を通じて関係機関、地域住民等への河川情報の提供を行うとともに、

地域との情報の共有化を図る。MIRAI は技術の進展にあわせてシステムを更新して

いく。 
計画規模を超えるような洪水では氾濫・浸水が生じるが、人命は守る必要がある。

先を見越した早期の災害対応

を実現するために、関係機関と

連携して水害のタイムライン

を作成する。 
地震津波発生時には、気象庁、

国土交通省、山元町等と連携を

図り、情報の収集・伝達を行う

と共に、二次災害防止のため、

地震・津波発生後の迅速な巡

視・点検を行う。 
 

 

2-3-2 洪水ハザードマップ※活用支

援 

宮城県では、洪水ハザードマップ

をきっかけとして水害への防災意識

を向上し、水害を正しく知り、日ご

ろからの備えを高めるための施策を

取りまとめた「水害から命を守るプ

ログラム～柔をもって豪雨を制す～」

を作成している。このプログラムを

活用して、住民のマップ活用促進や

住民による地区防災マップ作りの支

援を行う。 
 

 

  

                                                  
※  ハザードマップ：市町村が主体となり、洪水時等に避難するために必要な浸水情報や避難情報等をわかりや

すく図面に示したものの総称。山元町は洪水浸水予測図と呼んでいる。 

図 2-11 宮城県河川流域情報システム(MIRAI)

出典：山元町 

図 2-12 山元町河川浸水予測図 
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2-3-3 地域防災力の向上 

大災害時には、全ての災害対応を公助だけで迅速に成し遂げることはできない事

例が見られる。不足する部分を補うために地域・個人が防災力を上げ、地域と行政

が一体となって災害対応を進めていくことが望ましい。 
沿川地域住民の防災意識の高揚、防災力の向上に向けて、次の事項を関係機関や

NPO 等と連携して積極的に実施していく。 
・防災訓練への支援 
・ハザードマップの活用方法や災害情報の使い方等を教える防災教育への支援 
・地域住民が主体となって作成する地区防災マップづくりへの支援 
・計画を超える大規模洪水への備え方を伝える出前講座   等 

 
2-3-4 内水対策 

東北地方太平洋沖地震に伴う広域地盤沈下により、内水区域、内水時間帯が増加

している。関係機関と調整し、必要に応じて排水機場等の操作規則の見直しや排水

計画を踏まえた河道断面の確保について検討していく。 

 
2-3-5 河川愛護の普及と啓発 

河川への理解と関心を深め、河川を常に安全で適切に利用する気運を高めていく

ことが大事である。幅広い年齢層が関わる地域の活動となるよう子供たちも含めた

環境学習や水辺ふれあい活動、河川清掃や植栽ボランティア等の維持管理活動、各

種イベント等を地域住民、スマイルサポーター、河川愛護団体等と協働により実施

し、河川愛護の普及と啓発に努め、良好な河川環境の保全につなげていく。 

 

 

出典：大川スマイルクラブ活動記録集 

写真 2-3 スマイルサポーター活動状況 
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2-3-6 流域上流部の森林保全 

安定した水量の確保、良好な水質の維持、土砂の流出の防止等の観点から、流域

上流部の森林の保全・増進について、関係機関と連携して検討していく。 

 
2-3-7 災害に強いまちづくりとの連携 

山元町の震災復興計画の基本理念の一つに「災害に強く、安全・安心に暮らせる

まちづくり」が入っており、坂元川水系における河川の整備・管理においても、山

元町の震災復興計画と一体となって減災を目指す被害軽減対策を関係機関や地域住

民と共有・連携していく。 
坂元地区の内水対策についても、復興まちづくりと合わせて町や関係機関と調整

を進めていく。 

 


